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「わたしたちの町の紹介リーフレットを編集しよう」
～自分の考えが伝わるように，表現の効果などについて工夫することができる～

TYPE Ⅱ
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完
成
・
交
流

記
述
③

【リーフレットの制作過程】

取材①，記述①

取材②，記述②

第２回
編集会議

第１回
編集会議 　紹介する相手や目的，方法を検討する

　記事の下書きを持ち寄り，リーフレッ
トに書く内容を整理する

　記事の下書きを持ち寄り，右に示すワークシートを用いながら，
以下の観点について協議する。

歴史

名所

行事偉人

自然

名物 産業

伝統・文化

○○町のよさ

【第２回編集会議で使用するワークシートの例】

　わたしたちの町のよさについて思い浮かぶことを出し合い
（ウェビング法など），リーフレットの割り付けを構想する。
その際，以下の観点について協議する。

　①紹介する相手と目的
　初めて訪れる人に，この町のよさを知ってもら
えるようなものにしたいな。

　②内容の分担と紙面の構成（割り付け）
　リーフレットは３つ折りにしましょう。私は，
○○について調べるわ。

　たとえば，ガイドブック，事典，インターネッ
ト，テレビ，施設見学，インタビュー，などといっ
た取材方法があるね。

　③取材の方法

　④取材して得た内容の妥当性
　取材して得た内容が読む人の求める情報とし
てふさわしいかな。

　⑤取材して得た内容の重複
　分担をしたけれども，同じ内容や似たような
内容を取り上げていないかな。

　⑥再取材の必要性
　写真があった方が分かりやすいわ。もう一度
行って，写真を撮ってこよう。

　町のよさについて，思い浮かぶこと
を下の図のように書いてみましょう。

取
材
①

記
述
①

取
材
②

記
述
②

Ｂ2　「目的や意図に応じてリーフレットを編集する」の結果を分析したところ，目的や意図に応じ，必要な
内容を書き加えたり，引用したり，複数の内容を関係付けたりしながら編集することに課題があることが分かり
ました。そこで，本授業アイディア例ではこれらの課題を解決するために，町を紹介するリーフレットの制作過
程の中で行う編集会議での留意点や，各段階における具体的な指導事例を構想しました。なお，本授業アイディ
ア例は，第５学年以上を対象にしました。

【実際のリーフレットを参考に，割り付けを構想する】

　このリーフ
レットは，季
節ごとのペー
ジがあって分
かりやすいね。

教師
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記述③

完成！交流！

第３回
編集会議

第４回
編集会議

　目的や意図に応じ，推
すい

敲
こう

する

　リーフレット全体を関係付けて，
編集後記にまとめる

　再取材して集めた情報を基に記述したものを読み合い，
書き加えたり，書き直したりする。その際，以下の観点に
ついて留意する。
　⑦目的や意図に即した内容の妥当性
　⑧取材して得た情報と考えとの区別
　⑨引用や出典の明記

　記述した内容を踏まえ，リーフレットを仕上げていく。
その際，目的や意図に応じ，各部分を関係付けて記述する。
　⑩ 編集後記には，取材して得た情報と
　　考えとを区別してまとめる 【わたしたちの町の紹介リーフレットの例】

【文章の例】を
参考に編集後記を
書いてみました。

《条件》取材して得た情報を理由や根拠として，自
分の考えを明確にして文章を書く。（150字以内）

【文章の例】ぼくの住んでいる町は，かつては城
下町として栄え，多くの人が暮らす町として発展
してきました。町には大きな川が流れていて，
人々に生活用水を供給しています。この川では，
夏になると伝統的な灯ろう流しの行事が行われま
す。このような自然と伝統の残る美しい町を，こ
れからも大事にしたいと考えます。（141字）

事実と考えとを区別して，条件に合わせて書く

【事実】
・　かつては，城下
町として栄えた。

【考え】
・　歴史ある町並
みが今でも残っ
ているところも
あるね。

歴史

【事実】
・　町には，大きな
川が流れている。

【考え】
・　豊富な水のお
かげで，町は発
展してきたんだ
な。

地理

【事実】
・　夏には伝統的
な灯ろう流しが
行われる。

【考え】
・　この伝統的な
行事は今後も続
いてほしい。

行楽

　本やインターネットで得た情報には，著
作者の権利があり，必要に応じて事前に許
可を得ることも大事です。引用をするときに
は，著作者名と出典を明記しましょう。

　編集後記には調査して
得た複数の情報を関係付
けると，ぼくたちの伝え
たい町のよさが，読む人
に明確に伝わるね。

　【ずかんの一部】の中から
花火師の苦労が具体的に書か
れている内容を引用して書く

Ｂ2二　
 　正答率 26.5%

　複数の内容を関係付けた
上で，自分の考えを具体的
に書く

Ｂ2三　
 正答率 17.9%

〔第３学年及び第４学年〕伝国　(1) イ (ク)
〔第５学年及び第６学年〕Ｂ  ウ エ オ カ

〔第５学年及び第６学年〕Ｂ  イ

学習指導要領における領域・内容

学習指導要領に示されている
言語活動例との関連　「打ち上げ花火の歴史」

という見出しに合わせて必
要な内容を書き加える

Ｂ2一　
 正答率 64.0%

課題の見られた問題の概要と結果 　… Ｂ2　 目的や意図に応じて
 リーフレットを編集する
 〈打ち上げ花火の伝統〉

本授業アイディア例 活用の ポイント

本授業アイディア例 活用の ポイント

本授業アイディア例 活用の ポイント

本授業アイディア例 活用の ポイント

●　本授業アイディア例は，特
別活動や総合的な学習の時間
などでも活用することができ
ます。

　読む人の
ことを考え
て，表現の
分かりにく
いところや
説明の足り
ないところ
を書き加え
よう。

　事実と考え
とを区別する
ためには，事
実の文末を
「～である」 ，
考えの文末を
「～と思う」な
ど，表現を使
い分けよう。

Ｂ2三と関係
付けてみまし
た。


